









































































































































































































































































































































































出所：『韓国老人福祉会家庭奉仕員事業 1 周年報告書（1987.3 ～ 1988.6）』11頁
２）ニーズ調査並びにプレ事業の開始，家庭奉仕員の誕生
　一方時期は前後するが，1987年 1 月に韓国老人福祉会は，社会事業家 5 名と大学（社会






































その他 8 名（6.1％）であり，高卒以上が85％を超えていた（表 4 ）。
表４　家庭奉仕員の学歴
学　　歴 大卒 高卒 中卒 その他 計
人数（名） 39 72 13 8 132
比率（％） 29.5 54.5 9.9 6.1 100













































































区　　分 回　　数（回） 比　　率（％） 順　　位
奉仕内容
話し相手 259 53.0 1
按摩 82 16.8 2
掃除 31  6.3 4
洗濯 27 5.6 5
散策 20  4.0 6
炊事 14 2.9 7
案内 10  2.0 8
配給 3 0.6 9
その他 43 8.8 3






















































て，水滴会（第一土曜日 14時），青緑会（第二火曜日 19時），たんぽぽ会（第四木曜日 14時）

































































































































































































































































































の特徴と限界を中心に―」『早稲田大学大学院商経論集 92』 1 -12頁 
・朴仁淑（2011）「韓国における在宅サービスの現状と療養保護士養成の課題」『立命館産業社会
論集』第47巻第 2 号　167-185頁
・森幹郞（1974）『ホームヘルパー』財団法人日本生命済生会
・森山千賀子（2010）「韓国の「介護保険」始動時における介護の担い手養成に関する研究―家庭
奉仕員・療養保護士・看病人の教育内容からの一考察―」『白梅学園大学・短期大学教育福祉研
究センター研究年報No.15』67-74頁
もりやま　ちかこ（介護福祉学）
